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高度集約牧野における放牧牛（短角種）の行動調査例

早川博文・村田亀松

村田和子・村里正八

（東　北　農　試）

1．　ま　え　か　き

近年各地に牧野が造成され，乳牛・肉牛の集団放牧飼

育が盛んになった．本調査は放牧牛の行動調査を通じ，

放牧技術確立の基礎資料を得るために行なった．

2．　方　　　　法

1　調査時期

昭和36年6月から10月にかけて，岩手県気仙郡の

県営種山牧野で調査した．ここは北上山系の高原で，標

高700　mKある．従来の自然牧野のうち一部が昭和初・

35年に改良され，乳牛・肉牛の共同依託放牧を行なっ

てlハる．

a　調査牛と放牧状況

共同放牧中の日本鹿角種と黒毛和種の育成牛40頭を

調査対象とし，行動調査は日本鹿角種の雌1顎（月令は

ヶ月，体重2弧晦）を選定した．改良草地はオーチヤー

ド，ベレニアルティ，ラジノの混拓で，野草地はススキ

型であ少，牧区の利用法は第1表の過少である．

第1表　　利用牧区の状況

放 牧 期　 間 牧　 区
牧 区 面 相

●　 日数
1頭 1 日当少

改良葺地面陳野 貴 地．

6 月上一下旬 2 ノ1 10．2 1且 2 ．3h a 27 日 0 ．94 a

7 月　 上 旬 5 ノ1 3．0 0 ．5 12 0．α）

7 月中一下旬 2 ノ2 8．1 1
巳2・9

器　 弓　 0 ・Ⅷ

8 月上一下旬 2 ノ1 10．2 ≒　2．3 公 ！　 0 ．91

9 月上一中旬 2 ノ2 8．1 と2・9 19 1．劫

9 月　下　 旬 2 ノ1 1三豊 烏 二； 12 乱34

10 ＿月 上 旬 8 ノ4 9 と些」

a　調査項目

調査日は10日毎に晴天の日を原則的に定め，一昼夜

にわたって観察した．調査項目は採食反堪，横臥，仔立，

歩行，飲水仁排糞媒とし，これと併せて放牧地の気象，

植生条件，吸血昆虫並びに放牧牛の発育を調査した．＿

5．　戚　　　　福

L　行動の変化

山　採食：6月頃の採食時刻は朝，夕の8回に集中

するが，7．8月は昼が疎らになって，9月は日中全般

にわたっている．1日の総採食時間の平均は85時間で，

季節差はとくに認められない・しかし，草地別にみると

牧草は6．9月に，野草は7．8月に各々長く採食した．

朝の採食開始時刻は夜明け後ほゞ一定しているが，夕の

採食終止時刻は季節によって異な少，7．8月の採食時

間は日没後長くなる傾向を示した．探夜の採食は12回

の観測中9回みられ，その時間は平均26分であった．
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第1園採魚の目内変化（1時間稲謡嗣）

第2表　　採食及び反雛の日内変化

採 食

開始時刻

採 食

終止時刻

日 中 の

反 雛

（夜明後）（日没後）時間割合

6月中旬
分
！氾

分
15

　 ‾頂≒ 詔．8

6 〝下 〝 ∞ 10 85．0

7 才上 〝 70 25

王氾

弓 故．8

41．27 〝中〝 訓

7 〝下 〝 望i 菰 缶．4

反 鮭回数染
嘉腎 庵

夜 計 日　 夜間 中 間

4 8
分
■壬妙
分
46

5 9 亜 66

8 16 17 34

6 16 l 釦 那

7 12 33 43

6 11 三か 詑

6 12 84 49

9 14 28 お

10 15 21 34

注　※5分以下の反雛は反雛回数に入れず
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第8表　1日の行動変化
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歩行距離 飲　　 水 排　　 糞 排　　 媒

r舞hl ／恒】l 日向1 1回l

l ＝・・司 ●▼● 1 11 10

6　〝下 〝 4．19 0 14 ほ

7　〝上 〝 4．61 3 14 6

7 〝中〝 4．41 2 7 7

7 〝下 〝 乱（汀 2 15 5

8 ．上 〝 4．81 3 13 9

8 〝中〝 8．58 1 16 12

8　〝下 〝 8．62 1 17 8

9　〝上〝 3．57 2 11 12

9　〝中〝 3．盟 2 15 10

9　〝下〝 2．51 1 10 10

岬〝上均 1．76 1 6 10

平　　 均 3．伍 1．5 12．4 9．8

⑫　反趨：1日の反埴時間は平均74時間ではゞ一

定している・反趨回数は昼夜に大差をいが，8月下旬以

降は日中目立って少くなる．反掬の1回当少所要時間は
日中よか夜間が長い．

紗　横臥・件立：1日の横臥時間は平均82時間で，

季節的に8月が短い・昼夜を比較すると日中が短く，と

くに8月以降は短い．仔立時間は平均亀2時間で，日中

に多くみられ，7月上旬～9月上旬が長かった．

8上等【駐曜讐型
ト▲　珂　　糾さ　　け11　叫●

調

仰　歩行：1日の歩行時間は平均Ll時間で，距離

はa7鮎であった・挙節的忙時間は7月中旬以降漸減し，

距離は9月中旬以降とくに減少した．

a　気温と行動

調査日の気象は高原特有の変クやすい天候で，第4表

の過少であった．1日の最高気温と行動の関係をみると，

牧草の採食，横臥の各時間のみに負の有意相関がみとめ

られた．また最高気温が16～21℃と23－27℃の

の場合を比較すると，総採食時間に差はないが，牧草と

野草の各採食，横臥，仔立の時間には有意差がみられた【

第4表　　調査　日　の気象
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7　 ′　 下　 ′ 最　　　 少 盟．4 j2 ．2
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8　 〝　 中　 〝 農 少　後 雨 26．5 16．0
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第8図　1日の最高気温と行動時関の関係
（族P＜0．肪　椒P＜仇仇）

第5表　温暖期と暑熱期の行動時間

（単位二　分）

箆 蓑 買 草
食 総

食
計 横　 臥

件　 立

温　 暖　 劾　 7　平 均 値 諏 ‘朽 5 田

4 1

説汀

糾

任汀 16 2

（1 6 －m ℃ ） 回　 〃 81 5 5 8 6 5 4

暑　 熱　 拗　 5　 平 均 値 部 61 ゼ汀 朗3

（公 一 g r C ） 回　 鮎 ！翌 侮 63 19

差　　 平 均　 値 溺 妹 染 那
簸 態 穎 袈

122 那 加 18 1

親類1≠　　無　5節水準で有意
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a　吸血昆虫と行動

放牧中の牛10頭当カに寄生した吸血昆虫を午後2時

に，ブユ，カは夕暮時に調査した．サシバ工，7ブは季

節的に7月中旬～9月上旬にかけて多く寄生し，日中の

横臥，仔立の行動との関連が認められた．

第6表　　吸血昆虫の寄生数

（10頭の合計

ウ シバ エ l サ シバ エ 7　　 ブ ブ　　 ユ　　 カ　 ≡

6 月 中 旬 1 0　　　　 8 1 2 1　　　 0

6　〝下 〟 三方 1 5 2 5 1　　　 1

7 ′上 ■ 1他　　　　 j翌 7 公　　　 1

7 〝中 ′ 1 2 7 1彪 1 2 4 2　　　　 4

T J 下 〝 1王汀　　　 託 8 餌 1 3　　　　 4

8 ∫上 〝 2 1 1 讃猫 4 0 2 i　　　 2

8 J 中 〝 15 7 （謬 7 1 4 7　　　　 8

8　〝下 〝 1 3 6　　　 4馳 3 4　　　　 2

9　■上 ■ 1 0 1　　　 2 B 1 2　　　　 3

9 〟 中 〟 盟 7 2 0 0　　　　 0

9　∫下 〝 丹　　　　 那 0 0　　　　 0

1 0 〟上 〝 12　　　　 8 0 0　　　　 0

ム　植生と行動

牧草地を入牧毎に刈取調査ト，その可消化着分量を推

定すると第7表の通わであるが，行動との関係は明らか

にできなかった．

転入牧後の放牧経過日数に伴う採食時間の変化を，同

一牧区で2回以上調査できた9例につ毒10日毎に区分

して此戟すると第8表の過少である．即ち，放牧経過日

数に伴って採食時間は長くなれ草地別には牧草の採食

時間が長く在って，野草は変らなかった・

第7表　附汝牛の養分摂取可能量

（

牧　 区

生 革 収 量 l

【畑 a 当 わ ） l

1 頭 1 日 当 力 美 術 可 能 最

D ． M T I ） N と D 　 C 　 P

6 月 上 」 下 旬 2 ノ 1 さ ；5 幻 ．2 1 2 ．2 1 ．7

7 月　 上　 旬 5 ノ 1 6 1 9 1 0 ．6 6 ．4 0 ．7

7 月 中 一 下 旬 2 ノ 2 1 ．亜 約 ．5 盟 ．9 1 1 ．8

8 月 上 一 下 旬 2 ノ 1 鶴 1 5 ．7 9 ．3 1 1 ・ 1

9 月 上 一 中 旬 2 ノ 2 側 1 5 ．8 9 ．3

1 6 ．4

1 ．1

2 ．49 月　 下　 旬 2 ノ 1 3 1 3 為 ． 1

1 0 月 上 旬 3 ノ 4 6 《 ） 3 4 ．3 劫 ．2 2 ．4

放 牧 軽 過 日 数 1 0 日 以 内 1 0 － 2 0 日 2 1 日 以 上

例　　　 歓　 態 3 4 2

採

食

牧　 平 均 値 苫p 8 劇 4 4 9 8

葺 ．　 〟 飢 1 00 7 6

野　 平 均 値 1 餌 1 訂 1 1 題

葺　　　 鮎 9 訂 お

針　 平 均 値 朗 5 王迫 1 麗 ら

狂　態　同一牧区で引続き2回以上調査したもの

邑　個体と群の関係

調査牛が行動をともにした頭数の群中に占める割合を

みると，1日の91多の時間は8～10割の群と同一行

動をと少，小群での行動は極めて少ない・

第9表　調査牛と同一行動をした牛の群中に
忙占める割分

（採食・符立・桝臥行紗）み）
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分a
盟
完
〓
仙
川
u

佗
戯
〓
伯
拓
1
1
4
0
0

分

8 〝申 〝 84 月 日 蔓 1，試汀
8　〝下 〝 51 1．（税
9　〝上 ∫ 0 1．郵
9　〝中 〝】 は 打 讐 1．a O

9　〝下 〟 Zr 1．345

10 〝上 〝 王お a 13 1．卸

平　　 均 18．4 都．6 沼．7　 「1．卯7．3

百　分　 率 1．8 2．1 5．8 剥．8

丘　放牧中の増体

調査牛と同群の日本鹿角種4頭（去勢牛・月令12～

15ケ月，平均体重詔l Eク）につき，放牧中の1日当月

増体量をみると，6月上～中旬の1．紀和が最も多く，6

月下旬～7月中旬0．飢Kク，7月下旬～8月中旬0・釘句，

8月下旬～9月中旬0．17EFと次第に少なくな少，9月下

旬～10月下旬は0．Ⅶ軸を示し多くなった・

4．　ま　と　め

L　全放牧期間を通じて1日当少の総採食時間は大差

なかったが，採食時刻は季節的に差がみられ，7・8月

は昼の採食が疎らになれ　日没後の採食が長く走力，ま

た野草地を多く行動して野草の採食が多くなった・これ

は暑熱と吸血昆虫の影響と考えられる・

え　秩臥が8月に少をく，仔立が多いのも同様に考察

された．

a　放牧中の増体量が8．9月にとくに少なかったの

は，上記の行動から推して摂取姜分量の不足と体力の消

耗に原因したものと思われる．

A　歩行時間と距離が9月中旬以降とくに減少したの

は，可冊時間が短縮して日中は殆んど採食をつづけ，夜

間は横臥が多く移動が少なかったことにエろう．

邑　放牧経過日数に伴い採食時間が長くなったのは，

草生が悪化したためである．

態　現岩手県苔試


